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一、見せ消ち点は稿本では概ね左傍に付してあるが、翻刻に当
たっては印刷の都合で右傍に移し、すべて「、 」で統一した。
一、添削が入り組んで読みにくい歌については、読みやすい形
で当該歌の左側（
　
）内に記した。
一、墨で塗りつぶした箇所は
で示した。
一、なお、秋部「霧」題二首目「おさまれる」及び、冬部「初
雪」題三首目「つねならぬ」は貼付歌である。
凡
　
例
一、本稿は『清心語文』第十二号所載、 「ノートルダム清心女
子大学附属図書館蔵黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』解題と翻刻（一） 」に続く翻字成果である。
一、前回は、春部九五首（一オ〜七オ） 、夏部七六首（八オ〜
一三オ）を翻字した。今回は秋部九八首（一四オ〜二一ウ） 、冬部七八首（二二オ〜二八ウ）を翻字した。
一、春村朱筆書入の評語類は各歌の左側上部及び下部に記され
ており、原本通りに翻字した。
一、春村朱筆書入による添削箇所についてはすべて当該歌の右
側に付した。
一、漢字の字体は原則として現行の字体を用 たが、 「峯」 「燈」「河」 「浪」などのように一部原本通りにした場合もある。
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黒川真頼詠・同春村評『もゝちとり』翻刻（二）
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残暑
写ひるのまは秋をわすれてさし扇とりたかへてもめてらるゝかな
	
今すこし
　　　
七夕
　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　
															 よそ
写立いてゝ今や待らむおりひめはにしききそな
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ひ花かつらして
	
下句はいとよろしけれと
　　　　　　　 　　　　　　　　　
	 ん
写このゆふへなひくさきりや棚はたのそらたきものゝ煙なるら
し
0
	
よろしくや
　　　
七夕後朝
写明ほのゝ空にわかるゝ白雲やたなはたつめ 袖のきぬ〳〵
　
たなはた あかぬ れのおもかけや草葉ふきしく露の朝風
　　 　　　　 　 　　　
二首ともに別のうたにて後朝の題にはすこし快からぬか
　　 　 　
猶考へ給ふべし
	 又露の朝風なといふ詞は所謂新古今体に
　　 　　　　　　
て古学家のこのむところならす
	 これも又こゝろし給へ
　　　
荻
　
			 ま
　　　　　　　
																	 声
写夕くれに
0
荻の葉はやく音
0
きけはこと草木には秋なかりけり
	
よろし
翻
　
刻
　　　
立秋
ことし
　
の窓のくれ
　
おひいてしそのゝ
000000
竹の子
00
ふく風の音たてそめて秋はきにけり
初二句首夏のうたに似たれは
	
よろしくや
　　　　　 　　　　　 　　
すてつと
　　　　　　
に
写うきことはみそきに
すつと
000
おもひし
を
0
また袖ぬらす秋はきに
けり
　　　　　　　 　
上句いますこし快からす
	 思ふ事みなつきはてゝ
　　 　　　　　 　　　
ほとなきをなとあらはいとよろしからむ欤
　　　
初秋
　　　　 　
	　　　　　　
		 いとゝ
　　
					 わか
							 かな
写かそふれはきのふにまさる桐の葉に落そふものは
000
涙なりけり
0000
ものはとある初二句のかねあひこゝろよからす
	
よろし
写秋はまたあさけの風もさむからて夏かとのみそおとろかれぬる
	
よろしくや
五九
写はひかゝるまかきの竹のふしのまをおのか命とさける朝㒵
	
	
よろし
　　　　　
												 なほ
写ひるのまにとく
00
ゆひそへてあすも見む笆にあまる朝㒵の花
	
いとよろし
　　　
女郎花
　　
			 をものれ
　
						 をものれ
　　　　　
								　
と
写名はいかに
0000
家はいつこ
0000
と立よりてい
0
はまくほしき女郎花かな
	
ことによろし
　　　　　　　 　　 　　　　　
																		 て
　
さをしかも通 ぬ庭の女郎花なにをつまと
ひもときぬらむ
	
よろしくや
　　　
蘭
写ぬしなしと名にこそたてれ蘭野守はやとの物とみるらん
	
これも
　　　　　　　
たれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
																		 ひつゝ
写うま人のきて
00
ぬきかけし藤袴おほろけならぬ香に匂ふなり
000
	
	
よろし
　　　
												 はねと旅の
　
コノカタタシカナランカ
写枕にはゆひはそへねと
000000
よもすからたゝこゝもとの荻のうは風
	
これも
　　　
萩
				 みまくさに
	 や
　　　　
写とく
00
かれと思ひ捨て
00
しあらのらに萩は花こそ咲はしめけれ
	
		 又
　　
写真萩さく田中の井戸のせはけれは心は花にくまれけるかな
	
よろしくや
写山里の垣根つたひの草の原秋は真萩の花となりけり
	
これも
　　　
薄
写むらさきのしめ ゝ野守みよとてや尾花そてふる秋の夕風
	
	
又
　　
写武蔵野の尾花やいつら月影にたゝ白浪のよるはみえけり
	
よろし
　　　
朝顔
　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　
																																															 なる
　
ちれはまたおくれすかれて朝顔 花と露とは思ふ ちかも
00
	
よろしくや
六〇
　　　
草花
写さく花に心ひかれて秋の野の木陰に駒をつなきつるかな
	
これも
写庭はのらまかきは山とうゑなして花にやつるゝ宿の秋かな
四句まてはいとよろしく聞えたるを結句いとよわくて口をし
写花薄まそほの糸をうちはへて花のにしきはおり いてけむ
	
よろしくや
　　　
露
写いひしらぬ秋のあはれをむすへはや露の光 身にはしむらむ
	
これも
　　　　　　　 　 　　　　　　　　
																							 まも
　
みやひをのかな むためと名もしらぬ草迄
0
秋は露の置らむ
	
俗ニチカシ
　　　　　　
	
上句いますこしあるへし
　　　
虫
　
うつしうゑし庭の真萩の露はかりかこふまかきに しも鳴なり
	
三句いますこし
　　　
鴨頭草
																				 浅
写道のへのち原
0
ましりにつゆ草のふまはけぬへく花咲にけり
	
これも
　
		 ふるさと
写わかやと
0000
のあれし垣根のむくらにもさはらてさける月草の花
	
よろしくや
　　　
葛
写秋風ようらふきかへせ葉かくれに匂ふま葛の花もみてまし写草ふかき野守か庵の垣根にはうゑぬ真くすの花も咲けり
　
	
ともにおなし
　　　
苅萱
　　　　 　　　　　　　 　　
														 は
写秋の野の花数ならぬ るかやの
0
思ひわひてや下折ぬらむ
	
これも
　　　　　　　
																				 さ
　　　
					　　　
る
写秋ののに花も匂はぬかるかやもう
きを
00
なくさむ◦ふしはあり
ける
なくさむ
	 なくさむる
	 自他の差別あり
	
又
　　
六一
　　　
轡虫
　　　　 　　　　　　　　　　
		 まつのへにはるけきこゑは
　　　　　　　　
					 かも
写駒とめておくれし友をわかまてはそれかとはかりなく
00000000000000
轡むし
	
これも
　　　
茅蜩
　　　
								 音
　
			 きこえぬ
　　　　　　　　
							 くれ
写かねのね
0
もたえしみ
0000
山の古寺に夕へを
00
つけてひくらしそなく
かねのねとはいふへからす
	 かねのおとゝいふへしと先達いへり
　
	
よろしくや
　　　
電
　　　　 　　
										　
末に風
　　　　　　　　　
									　　　
	 宵の
　　
写露すかる稲葉の嵐ふき
000
たちてうつるもなひく◦稲つまのかけ
000
	
いとよろし
　　　
秋田
　　　　 　　　　　　　 　　 　　　 　 　
																			 は稲葉なりけり
写住よしのきし田をみれはうきことをわするゝ草の花盛かな
00000
	
よろし
　　　
秋風
　　　　 　　　　　　
															 うる
　　　　　　　　　　　　　　　　　
写ますら男か手ふさにすゑし
00
はし鷹のを鈴もさやに秋風そふく
	
これも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
																									 まさりつゝ
写庭草に露の数そふ夕くれはなきたつ虫も声そはりけり
00000
そふ
	 そはる
	 重畳したる拙し
	
よろしくや
　　　
松虫
									 はまた
写秋されは
000
わか心こそひかれけり子日せしのゝ松むしの声
	
よろし
　　　
鈴虫
写あれはてし野中のほこら夜もすからたかねきことの鈴虫の声
	
よろしくや
　　　
蛬
写ひとり寝のわ としれはやきり〳〵すきては枕の夢をとふらん
	
これも
　　　
蟋蟀
写賎のをか月見かてらにつくうすの音にましりてこほろき なく
	
又
　　
　　　
促織
写来て見へき人もあらのにおほつかなこ たかため はたおりの声
	
よろし
六二
　　　
秋眺望
　　　　 　
							 雪の
　　
	 は
　　
	　
雲
写あふき見る◦高根の雪は空
0000
はれてふもとをうつむ富士の川霧
	
これも
　　　
秋雨
写木の葉ちる嵐にまし 夕しくれぬれてわらはか栗ひろふみゆ
	
よろしくや
写ほたの火もやゝもえつきてふくる夜に軒はさひしき雨そゝきかな
	
よろしけれと秋の意聞えす
　　　
駒迎
写逢坂の関のとさゝぬみ代なれは駒もいそかて夜そ更 ける
	
よろしくや
					 あふ坂や
　　　　　　　
													 きつれて
								　　　　
		 をこよひこゆらん
　
写いさよひの
00000
月毛の駒をひく見れは
0000
秋も中はゝ早こえにけり
0000000
あふ坂となくては
	 こゆといふ詞いたつらなるへし
	
ことによろし
　　　
駒引
　
ますらをゝみきり たりに引立てゝ雲ゐの庭にいつる黒駒
	
今すこし
　　　　　　　　　　　　　　
													 えて
　　　　
						　　　
	 に
　　
写かさぬれと木曽の麻衣袖さむく
00
すかのあらのは
0
秋風そふく
	
又
　　
　　　
野分
　
花はいかに松の青葉もちるはかり野分はけしき此夕へかな
	
今すこし
　　　
秋夕
写立のほるけふりも霧 うつも ぬ遠山里の秋のゆふ れ
	
よろしくや
　
夕されは袖そ露けきいつのまにことしも秋はかくなりにけむ
	
今すこし
　　　
秋夜
　　　　 　　 　　　　　　　　
																							　
見
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写秋の夜はなかきかきりとなりぬらし夢を
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のこしゝ
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暁もなし
	
よろしくや
　　　
秋興
写あかぬかな花 にしきに虫の音のあやもましれる夕暮の野辺
	
これも
写かり衣すそのゝ萩の露分て月の桂の花もすりけり
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六三
　　　　　　　　　　　　　　
							 へ
　　　　　　　　　　　　　
	　
						 は
　　　　
写鳰鳥のかつしかわたりに
ひ
0
すともこよひの月に戸
を
0
やさすへき
	
これもいとよろし
　　　　　　　
																															 かたふく
写み空とふ車もかもなとくゆきてこよひの
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月をしはしとゝめむ
	
よろしくや
　　　
夕月
写ものゝふのさつ矢たはさみ見つるかないるさをかしき弓張の月
	
これも
　　　
立待月
　　　
																						　
めた
写村烏ねくらを
0
しむ
0
る木の間よりはや立待の月は出けり
	
又
　　
　　　
臥待月
　　　 　　 　　　 　 　　　　　 　 　　　
	 の
　　 　 　
	 や0
いてにけらしも
　
さ夜ふけて車の音そきこゆなるねまちの月
	
今すこし
　　　
月
　　　　 　　　
										 よはそ
　　　　　　　　
									　　　　　　　
	 りける
　
写弓張のほのめく影や
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月にわか心ひかるゝはしめなるらむ
000
	
いとよろし
写さはるへき軒端にたてる桐の葉は月のためにやとくちりにけん
	
よろしくや
　　　　　　　　　　　　
																					 へ
　　　　
				　　
そ
写いくはくの秋のあはれを天の原とりつとひ
0
たる月の影か
0
も
かもにては
	 いくはくに
	 かねあはぬをや
	
これ
					 木の実はむ
　　　　　　　
										　　　
もみゆはかり
　
				 木のま
写おちくりをひろふ
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ましらの影さへもみ
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山の里
0
の月のさやけさ
	
よろし
写白雲のうへに出たる月みれは思ふことこそ身になかりけれ
	
よろしくや
　　　
				 すと
　　　　
																					　　　
	 ふくとも夜たゝ
		 はみて
写朝いをも
00
いさむる人のなかりせは夜毎や
000
月にあくかれな
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まし
よたゝはよな〳〵也
	 異説あり
	
いとよろし
写月よみのもてるをち水秋の夜はすみまされ や光 やけき
	
よろし
六四
　　　
落栗
写わらはへかひろひてかへるおち栗によはの嵐のほとそしらるゝ
	
これも
　　　
霧
　
真木のたつあ 山中もあき霧の海をなしたる朝ほらけ哉
	
耳なれたり
　
	 を写お
0
さまれる御代長月のこよひこそ国さかえむと月もてるらめ
	
これも
　　　　　　　 　　　　 　
				　
	 つ
　
				 て
　　　　　　　
						 し
写のる駒のくつの音さへうもれけり
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朝きりふかき
0
をのゝしの原
	
よろしくや
写ふきしをる槙のを山の朝風にうきて流るゝ宇治の河霧
	
これも
　　　
鹿
				 月わたる
　　　　　　　　　
	　
								 この葉
写吹さそふ
0000
と山の嵐さよ更てもみち
000
にましるさを鹿の声
	
いとよろし
写かり人の吹なす笛に寝覚してきくもかなしき鹿の声かな
	
よろしくや
　　　
十五夜月
　
かねてより月もこよひをまち〳〵てすめはか影のてり増るらん
	
よろしくや
　　　
十三夜月
　
唐人はしらてやぬらんかくはかり今宵さやけき月の光を
　　
雁
				 あはれなと
　　　　　　　　　
														 けん
　
写ひたふるに
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秋は夕へとおもひしを
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有明の月に雁そなくなる
	
よろし
写おきいてゝなかむるよはの月清みかりもとこよをいてゝきつらむ
	
よろしくや
　　　
鶉
　　　
				 とはおもはさりけり
　　
										 この
　　　　　　　　　
写狩にこむ心もたえて
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あはれなり
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有明の月に鶉なく声
	
よろし
　　　
小鷹狩
写やちくさの花のにしきに立ましり小鷹 りするますらをのとも
	
よろしくや
六五
　　　
鴫
写山沢のみきははなれてとふ鴫にうつろふ月の影さわくなり
	
	
よろしくや
　　　
柞
　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
																													 も
写色うすき岩田のをのゝ柞原今ひとしほ るしくれかな
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これも
　　　
蔦
　
松をのみふりわけかみをゆふしくれおなし梢のつたをそむらむ
	
二句上下によせなくて
　　　
暮秋
写此頃は庭のあさ茅におく露の霜となりにし朝も有けり
	
下句今すこし
写色かはる菊のまかきにおく霜もまかはぬ秋となりにけるか
	
	
よろしくや
　　　
九月尽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
写今しはと秋を見 つる夕くれに風もふきあへすちる紅葉かな
	
よろし
　
嘉永元年八月廿一日夜記
　　　　　　　　　　　
真頼
　　
　
音羽山おとにはきゝて逢坂の関をつらしと鹿やなくらむ
	
ことわり慥ならす
　　　
擣衣
　
ふけゆけは遠山彦にうちかはすきぬた 外に音なかりけり
　
この頃はをきふく風になれ しをまたも寝覚ぬ衣うつ声
	
二首ともにおたやかならす
　　　
重陽宴
写をとめらはをとめさひして菊の花かつらにきぬによそふけふ哉
	
いとよろしけなれときぬによそふいかゝ
　　　
菊
写さけはとくちりてはかなき世のさかをひとりのかれて匂ふ菊かな
　　　　　
写白菊の花咲にけり庭あれてよもき のみも思ひしものを
	
	 ともによろしくや
　　　
紅葉
写小倉山秋の木末を見渡せは松そにしきの絶ま也ける
	
	
よろし
　　　　　　　
							　
みとり
写あすもこむ松の青葉
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に立ましる紅葉色こき白川の里
	
これも
六六
　　　
残菊
写あはれてふことをあまたになれもまたやらしとのこる菊の花かも
	
写おくるゝ ものすさましき世の中にいとあはれなる庭の菊かな
二首先詠アリケ也
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
霜
写けさみれは しもしろしうへしこそ里わの鳥の声はさえけれ
	
いとこまやかなり
写ほにいてぬものと もひしひつち田に霜の花こそけさ咲にけれ
　　　
枯野
写露にそめしくれにそめし草の原つひには霜そそめはたしける
	
　　　
寒草
写もろとも かれにしさまそあはれな はゝそか原のなてし 花
	
いとめつらかにや
写あさなゆふな置そふ霜にふる れて りし色なき女郎花 な
	
作意をかし
写かれのこるすそのゝ草そときしらぬ高根は雪 ふしの芝山
	
　　　
寒芦
写難波潟入江のあしのかれ して風の音さへのこらさりけり
　　　
初冬
　　　
	 下ニモアレハのノカトノトヤカナラン
　　
	　
の
写山里は
0
軒にたきゝをこりつみてかきこもるへき冬はきにけり
	
	 よろし
　　　　
								 三句モ云ヒツメタレハ
　　
								 に
写むこの
0
山うき雲たちてな は潟あしの花ちる冬は にけり
　　　
時雨
　　　 　　 　　
																					　
						 ト云ハン方ヨカラム
　　
																											　
きの
写あしからやはこね
に
0
つゝ
く
0
いほへ山みえみかくれみしくれふ
るなり
	 	
漸たけあり
写今もなほたへぬなみたのおもかけをしくれにみするなき沢の森
　　　
落葉
写月さゆる庭の真砂の霜のうへにおつる木 葉の音のさやけさ写いくそ度月の光りもくもるらん木 葉ちりかふよは あらしに
六七
　
山松の霜ふきはらふさよ風にくもるもさむし冬のよの月
すこし実景にたかふこゝちす　　　
千鳥
写時津風雲ゐにふきて波間よりすみのほる月に千鳥鳴也
　　　　　 　 　　
																		 の
	 イウ欤
写しかの浦やなきさつたひに
0
さよ千鳥氷れる波の跡やとふらん
　　　
水鳥
　
風ふけはちりしく池のもみちはにましるもをかし鴨の青羽の
のドメ同じくは古格を守りたし　　　　　 　 　 　
												 お
写さよふけて霜うち らふをし鳥の
を
0
のか羽風もみにやしむらん
	
　　　
鴛
　
ヨクモスワラス
　
いかはかり
こゝろとけてか冬の池の氷りの上にねふるをしそも
　　
鴨
写かも鳥のうまいの夢もこほるよは玉もの床に結ひわふらん
　　　
鳰
写鳰とりのあしの となくくたきても氷る玉藻の床のさむけさ
　　　
寒樹
写風にちる木の葉とみえてむら鳥の飛たつ冬のこすゑさひしも
　　　
寒松
　　　　 　　 　 　　　　　　　　
																																					 意キコエス
写かくなから春まつものとしらすして松をしくれや染つく らん
　　　
椎柴
写つくはねにたてるしひしはしけゝれと冬は嵐そわけつくしける
	
　　　
冬風
写くまとみし峯の木の葉も月かけもひとつにさそふこからしの風
	
口ふりしたゝかなり
写もみちはゝさそひつくしてさよ嵐 の桂の花にふくなり
	
写おのつからおつるもみちを級津彦をしむいふきかさそふ嵐は
　　　
氷
写池水にあしの下葉もとちこめて風 音 へこほるよ かな写きのふまてこほらぬ水 こほりけりいやさえ増 けさのあらしに
	
写山里は軒のかけひも氷りして水の音さへ冬こもりせり
	
　　　
冬月
写ふけゆけはゆきゝも絶てすは 海や氷りをわたる月人男
六八
　　　
霙
写しくれゆく雲か雪けかわきかねてあふく空よりみそれふりきぬ
　　　　　
												 ふらふ欤
写ゆきならはと
ひくる
000
人もありなましひとり寒けくふるみそれ
かな
　　　
雪
写あふ坂やよふかき雪にはかられてあ ぬとつくるとりの声かな写みなれたるものなり からめつ しな雪はれわたる里のけふりは
　　　　　　　　　　　 　　　　　
																					 雪の朝は
　
写月ゆゑはにけよとおもひし山のはもまた
00
めつらしき雪の朝
000
哉
写ふりつみておもる下枝の白雪も波とひとつにみほの浦まつ写月花のあはれもけさはわすれけりふりつもりたる雪の光に写さく花にまかふもあやしいつはりを糺の森につもる白
	
写さひしさはうつもれはてゝなかりけ 浦 苫やの の夕暮写うつしゑの筆 かきりのあ けりな竹 林につもるしらゆき
　　　　　　　　　　　　　　　　　
																								 くも
写あし花のちるとみるまになには潟
ま
0
しろ
に
0
雪のつもりぬるかな
	
耳あたらしくや
　　　
残雁
　　
			 をあらみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
										 わたるかりかも欤
写風さえて
000
散るや霰の玉章をつはさにかけて雁
0
なき
00
わたる
　　　　 　
下ニモアリテサハルヤウナリ
　　　 　
										 快カラス
　　　　　　
									 数
　
霜さゆる有明の月の空さえてまれなる雁の声
0
を見る哉
　　
網代
　
田上のやま風早み宇治川のあしろもたわによる木の葉かな
田上宇治は同流なからあまりに所へたゝりたれはいかゝ又木のはに網代の撓まむもいかゝ　　　　　　　 　　　 　　　　 　
																			 は
写あしろうつ松浦の川に月 えてひれふる魚の
0
よるもみえけり
	
	
姿いひしらす
　　　
霰
									 少
　
天乙女かさしの玉のをゝよわみたえてちりくるあられふるかも
めつらしからす
写まとちかきいさゝむら竹さら〳〵と霰ふるよはいこそね ね
	
いとなひやかなり
六九
　　　
今日ヨリハミヌヤウ也
写きのふまてよそにみ捨し炭かまのなこりなりけりねやの埋火
　　　
衾
写あつふすまひとりかつきてぬるよはゝ冬に別れしこゝちこそすれ
　　
豊明節会
　
をりかへし欤写ひとかへりまたもまはなんとりかくるその赤紐のあかぬ姿を
	
　　　
神楽
写その駒に心はのりて久方の天つ雲ゐにあそふよはかな写から神のかみのみ前によもすからしらへを し やまと琴のを
	
二首ともいみし
　　　
仏名
写罪とかもきえはてねとて燈ひ あかつきかけて花たてまつ
　　　
早梅
写わかやとの垣根のうめは咲にけりつもれる雪の花にま りて
																																																																																														 とちめ
写としのうちににほへる梅はさく花のはしめ 花の
なるかも
写なにとなくものゝいそきにさそ れて垣根 梅も花さきぬらむ
　　　　　　　　
					 てゆか
写駒とめて猶み
ん山吹に雪の花さくいての玉川
写豊としのみつきはてたる賎かやにしつけく雪のつもりぬるかな
　　　
初雪
写こゝかしこたてる車の下にのみのこりてきゆる初み かな
　
けふみすはあすは 神のぬさと ちりてけぬへき庭の初雪
　
つねならぬ雲のゆきゝとみしほ にけさめつらしく初雪そふる
　　
鷹狩
写真弓とり鷹とりすゑてま らをかみたれ いつるみくりのゝ原
　　　　　
							 木居をやしつる
　
写そりやせし
行へやいつこ
000
おほつかなふりくる雪のみたれふの鷹
　　
野トナクテハ
　　
							 下
		 上
　　
幸行
写かれたてる野へのを花にましる也すりかり衣 袖のいろ〳〵
　　　
炭竃
写大原やすみやくをのこよきてやけ冬はひとつに 山桜を写むかつをのたつきの音はけさたえてこりし梢やけふる炭かま
　　　
埋火
写花とりの夢もみえけり埋火のあたりは春のかよひきぬらん
七〇
	
大かた捨かたくおほえられはへり（花押）
真頼
　　　
嘉永元年十月廿三日夜燈火書記
（かやま
　
きみこ／一九六七年卒業）
　　　
歳暮
	
写春秋の花も紅葉もちり過てけふをゝしむそかきりなりける
　　　　　 　 　　　　　
																			 坂
写しらゆきのふりてつもれる年の
ひまゆく駒やこよひこゆらん
写定まれる月日 数をくるといひていかに驚く心なるらむ
　　　
惜年
　
いたつらに過すはしらて人なみにことしも年ををしみつるかな
　　
待春
　
世の中のいとなきわさもよそなれは春まつや そ と かりける
　　　
追儺
写あしの矢の遠さかるまにとしく てまたもいるへきけふはきにけり
已上三首今すこし快からぬところ〳〵あり勘へ給へ　　　
除夜
写あけゆかは春になるへきうれし と年のをしさといつれ増れる
　　　
冬籬
写山里のけふりそけさは増りけるよはにこ 葉や たく散けむ
